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国際ロータリー第 2570 地区

2017-2018年度 ガバナー

細井  保雄

細井ガバナーメッセージ｜ A Message from Governer Hosoi 

日増しに寒さが加わってまいりましたが、会長、幹事
の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜
び申し上げます。今年度の公式訪問を関係各位のお陰
様で 10 月末をもって無事終了することができました。
各クラブ会員の皆様の fellowship（友愛）に感謝いた
します。皆様とご一緒にクラブの活性化に努めてまいり
たいと思います。
さて、11月は「ロータリー財団月間」です。国際ロー
タリーの使命は、他者に奉仕すること、高い倫理的基
準を推進すること、世界理解、親善、平和を推進
（advance）することの 3 項目からなります。それに対
し、ロータリー財団の使命は3番目の世界理解、親善、
平和を達成できるようにする（enable to advance）こ
とです。
ロータリー財団は寄付を受け取り、ロータリークラブ
や地区の人道的および教育活動でロータリー財団が承
認したものに補助金を提供する非営利法人と定義され
ております。ロータリー財団の正式名称は、「国際ロー
タリーのロータリー財団」です。この名称は、ロータリー
財団の構成員は一人で「法人会員」と指定された唯一
の構成員からなることを示しております。ロータリー財
団の管理委員は、国際ロータリー会長エレクトが推薦
し、国際ロータリー理事会が選出します。ロータリー財
団自体には選任する権限はありません。この意味では、
ロータリー財団は国際ロータリーが唯一のオーナーで
あり、ロータリーの奉仕理念のもと国際ロータリーと一
体になって活動する組織だと言えます。
それではなぜ、国際ロータリーは別組織としてロータ

リー財団を設立しなければならないのでしょうか？寄
付金を受け取って、支出するだけなら国際ロータリーだ
けで十分なのであり、ロータリー財団を設立する必要
はないかもしれません。しかし、国際ロータリーでは寄
付金に税制上の優遇措置を与えることはできません。
そこで、イリノイ州法の別の条項の下に、独立した非営
利財団のロータリー財団を設立し、米国の寄付者に税
制上の優遇措置を講じています。近年、日本において
は公益財団法人ロータリー日本財団が日本の法律に
従って設立され、この法人を通じてロータリー財団に
寄付しますと、日本の税制上の優遇措置を受けること
が出来るようになりました。現在ロータリー財団に対す
る寄付は公益財団法人ロータリー日本財団を通じて寄
付しますと、すべての寄付が税制上の優遇措置を受け
ることが出来るようになっております。
ところで、ロータリー財団の財務が不透明だという方
がおられます。しかし国際ロータリーとロータリー財団
は年次報告書を全世界のすべてのクラブ宛に送付して
おります。国際ロータリーのウェブサイトでもご覧いた
だけます。また団体の健全性に関しては、米国の慈善
団体の格付けをする機関が寄付金の使われ方を評価
しております。Charity Navigator、American Institute 
of Philanthropy などが有名ですが、何れの団体も
ロータリー財団を最高ランクの評価をしております。
会員の皆様にはロータリー財団を有効に活用して頂
き、また同時に寄付に対するご理解をよろしくお願いし
ます。これから寒さに向かいますが、各クラブの皆様に
は御身体ご自愛いただきたいと存じます。

「ロータリー財団月間」に因んで
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ロータリー財団は、あなたがその使命を実現する
ためのお手伝いをするために存在するもの

ロータリー財団部門委員長

茂木 聡（本庄）

「ロータリー財団」についてよく言われることは、「よくわからない」「難しい」「また寄
付なの」といったことです。確かに皆さんの寄付を扱うのでルールもあり、多少複雑で、
専門用語（ヨコ文字）を使用もします。でも、ロータリー財団の行いは、ロータリーの使命
【 職業人と地域社会のリーダーのネットワークを通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨
励し、世界理解、親善、平和を推進すること 】を実行することだけを目的に行っているの
です。ロータリーの活動は、単に国際ロータリーという団体が活動しているのではなく、
実際には一人ひとりのロータリアンが実行することによるものです。ロータリー財団は、
あなたがその使命を実現するためのお手伝いをするために存在するものです。
ロータリー財団のプログラムは３つだけです。国際ロータリーの最優先項目であるポ
リオ撲滅を支援するプログラムである「ポリオプラス」。平和および紛争解決の分野にお
けるリーダーを育成・支援するための奨学金プログラムの「ロータリー平和フェローシッ
プ」。そしてあなたが奉仕活動をするときに使える「補助金」、ロータリー財団の独自の方法で「シェア・システム」が
あり、ロータリアンからの寄付の多くが補助金として配分されるものです。
あなたが行った寄付は、ロータリー財団の資金となり、いろいろなかたちで世界中の奉仕活動に使われていま
す。地区に戻ってきて、地区内クラブの奉仕プロジェクトに使われるものもあります。世界の救いを求めるたくさんの
人たちのために使われるものもあります。ロータリー財団の資金の使い道を決定するのは、私たち普通のロータリ
アンなのです。
ロータリーの特別月間のうち、11月は「ロータリー財団月間」です。ロータリー財団を取り上げたテーマで例会を

行うことが推奨されています。
クラブのロータリー財団委員長より
「月間がきたので寄付をお願いします」
と言われているでしょう。ロータリー財団
への寄付は強制するものではありませ
ん。寄付をすることは、あなたが、あなた
の暮らす地域、あるいは世界で、救いを
求める人たちへ手を差し伸べるひとつと
なるでしょう。そして、ロータリアンとして
ロータリーの使命を実行することのひと
つになるのではないでしょうか。
今後とも、ロータリー財団へのご理解
とご協力を心よりお願い申し上げます。そ
してこの言葉を添えます。

「私たちは、自分のためだけに生きるべきではありません。
   誰かのために“よいこと”をする喜びのために生きるべきです 」（ ロータリー財団創設者 アーチ・クランフ ）

ロータリー
財団月間に
あたって
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米山奨学生（モンゴル）

ハシチョルン
バダムガラブ

皆さん、こんにちは。
本日、お会いできる貴重な機会を
下さった新所沢ロータリークラブの
皆さんに感謝を申し上げます。どう
ぞよろしくお願い致します。
私はモンゴルから参りました、ハ
シチョルン バダムガラブと申しま
す。
現在東京国際大学で経済学部
現代経済学科を専攻しております。
秩父ロータリークラブにお世話に
なっております。

本日は私が生まれた故郷と日本への留学について、そし
て米山奨学生になった感想の３つについて発表させて頂
きます。

モンゴルは海に面しない大きな国士を有した内陸国で
す。日本のように四季があり、内陸型の乾燥した気候で、雨
量が少ないのが特徴です。年間の晴天日が約 250 日なの
で、「青空の国」とも呼ばれています。つぎは食文化につい
てお話しをさせて頂きます。モンゴル料理は伝統的に、「赤
い食べ物」と呼ばれる肉料理と「白い食べ物」と呼ばれる
乳製品に代別されます。昔から、自然、川、山、土地などを
尊敬する習慣があるため赤と白い食べ物を川に入れてはい
けません。その理由は川の神が激怒すると考えられている
からです。そして、モンゴルのゴビ県と言って、日本語に訳
すと砂漠県に住んでいる人 は々家の鍵を開けっぱなしにし
て出かけます。皆さんその理由は何だと思いますか？その
理由は喉が渇いた旅人や道を見失った人が来るかも知れ
ないと牛乳や乳製品などを用意し、机の上に置いて置きま
す。それは他人の命を助けるためです。また、遊牧民は昔か
ら肉を保存するために乾燥させてボルツォを作ってきまし
た。ボルツォというのは乾燥させた肉のことです。
1981年にモンゴル人初の宇宙飛行士が宇宙へ飛び、乾
燥させた肉ボルツォを液体の状態で使いました。このボル
ツォのスープには肉のタンパク質がそのまま保存されてい
たと言うことが検査で確認されました。このボルツォの一
番の特徴は何年もの間、保存しても、独特の風味やタンパ
ク質の構造や量が減ったり、失われたりすることは絶対な
いのです。

■日本を留学先に選んだ理由
日本は子供の頃から私の憧れの国でした。優れた技術
発展や高度経済成長、ロボット技術が世界的に知られてい
たため私も日本という国に訪れたかったです。初めて来日
した時、東京はとてもきれいな都市で、しかも東京に住ん

米山奨学生 卓話よりYoneyama scholarship student’s short speech

でいる人口は927.3万人とウランバートルの人口のほぼ、１
０倍の人々が住んでいるのにきれいで交通便は便利で早
く、渋滞が発生しないことに驚きました。都市がきれいであ
ることは国民一人一人の努力であると思っております。それ
は日本人の素晴らしい精神を表していると思います。
日本は飛躍的経済成長を成し遂げた国です。そのため、
私は教育水準が高い日本の大学で経済学を基礎から学
び、日本の経済成長のノウハウを学びモンゴル国の発展の
参考にさせて頂けるよう、日本経済や日本の雇用対策につ
いて研究するため大学に進学することを決心しました。

■現在の研究テーマ
私の卒業論文のテーマは「モンゴルにおける経済成
長と産業構造推移」であります。これはモンゴルの産業
構造と就業構造の変化との関係を明らかにすることに
置かれています。失業率が高いモンゴルで労働市場を
拡大させるためにどんな対策を取るべきかを考えます。
また雇用弾力性から発展性が高い産業を明らかにし、
それによってどの産業に雇用が生まれるかを把握する
ことを目的としています。
学部で学んだ経済学の基礎知識と今後大学院で学
ぶ社会保障制度を調和し所得格差問題の対策をでき
ることを目指しています。 

■米山奨学生となって変わったこと
米山奨学生になってからの自分を振りかえって見ると
ロータリーの様々な行事に参加し、他の留学と比べて、
たくさんの異文化体験ができ、日本の文化を深く理解
し、コミュニケーション能力が高まり、少しずつ自己成
長ができていることを実感しております。最も大きな変
化は、世話クラブの例会で偉いロータリアンたちとの交
流を通じて奉仕活動の心、人間関係の基礎知識などた
くさんのことを学んだことです。米山奨学生になったこ
とをとても光栄に思っております。いつも心から応援し、
力になってくれた皆さんに感謝しております。皆さんが
支えてくれたお陰で今の自分がいることを強く感じてお
ります。 皆様のご支援は、大学での勉強だけではなく
人間としての生き方と心の教育のご支援であると思って
おります。これは、私にとって一生の宝物になりました。
卒業後も勤勉に勉強し続け、いつか皆さんから頂いたこ
とに対して恩返しができることを実現させるために精一
杯努力していきたいと考えております。将来、日本という
素晴らしい国の文化を母国の多くの人々に正しく理解さ
せるために努力して活躍し、日本で学んだ知識を活か
し、両国の友好親善に貢献し、架け橋になれるように活
躍し頑張っていきたいと思っております。
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２０１７年９月１６日 ( 土 ) -１７日 (日 ) の両日、今
年も恒例の米山梅吉記念館来訪、米山梅吉翁墓参り
がメインの研修旅行に行ってまいりました。台風の接
近で心配いたしましたが、お天気もギリギリセーフで
１６日(土 ) 午前中、米山梅吉記念館訪問。この日は、
午後から記念館の秋季例祭と重なってしまいまして、
記念館の皆様には大変忙しい思いをさせてしまった様
で申し訳なく思っております。にもかかわらず例年の
通りの準備をして、例年の通りの記念館でのセミナー、
梅吉翁墓参りに案内をしていただいたスタッフの皆様
に心より感謝いたしたいと思います。今年の特徴は、
久々に一泊でこの研修旅行が出来たことだと思いま
す。細井ガバナーに「今年は一泊で研修旅行に行き
たい、でもそれだと赤字になります。」とお願いしたら
「うんいいよ、何とかするから」と二つ返事でＯＫを出
してくれました。感謝申し上げます。
また、今回の研修旅行は、企画から旅行社の手配
まで全て、ロータリー米山記念奨学推進委員会の坂
本優蔵副委員長が担当してくださいました。参加した
奨学生、学友達にとっても大変いい思い出になったと
思います。米山記念奨学事業の関わる全て皆様のご
協力で今回の一泊研修旅行が実現出来ました。参加
した奨学生、学友、ロータリアンを代表して心より感
謝を申し上げ、研修旅行の報告とさせていただきます。

米山梅吉記念館訪問 一泊研修旅行 報告
ロータリー米山記念奨学部門 部門委員長　島﨑　義春（行田さくら）
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青少年交換委員会　竹内  英明（富士見）

１０月８日に国立女性会館で第３回のオリエンテーション
が細井ガバナー、ガバナー補佐を始め、来日学生、ホストクラ
ブ、カウンセラー、ホストファミリ―、第４８期派遣候補生お
よびそのご家族と会場いっぱいになるほど大勢で盛況に行
われました。
この度のオリエンテーションは、演題「予防接種」として第
２５７０地区の研修委員であられます熊谷 RC の井埜利博
様に卓話をして頂きました。
卓話の中でポリオについての説明やロータリーが行って
いるポリオエンドについての解説、現状の報告も含め、これ
から派遣される学生の為の予防接種についての説明があり
大変参考になったものと思います。
その後は来日学生には「日本での生活について」、派遣候
補生は「自分の家族について」のプレゼンテーションがあ
りました。次回は１１月３日のスリーデーマーチに参加をす
る予定であります。

青少年交換委員会   第３回オリエンテーション報告

熊谷西RC
会長・長谷川  修　幹事・右川 博幹

ガバナー公式訪問

2017年 9月4日（月）細井保雄ガバナー、高野
勝良ガバナー補佐（加須ＲＣ）、倉持成一郎地区副
幹事（行田さくらＲＣ）阿部秀二郎地区副幹事（行田
さくらＲＣ）をお迎えして公式訪問例会を開催しま
した。
　入会５年未満会員３名との懇談、昼食後例会
におけるガバナー卓話では、アーサー・フレデリッ
ク・シェルドンの提唱した職業奉仕の理念を中心
に、自社の経営の具体的な事例も交えながらわか
りやすく丁寧にお話しいただき、ＲＩ戦略計画への理解が深まるとともに、ロータ
リーの奉仕の理念を実践していこうという気持ちを高めることが出来ました。
　クラブ協議会では、ＲＬＩ方式で「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点
化と増加」「公共イメージと認知度の向上」のテーマで意見交換を行い、特に熊谷西
ロータリークラブの大きな課題である会員増強に関して、具体的な方策も含めて活
発な意見交換をすることが出来ました。大変素晴らしい有意義な例会でした。
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ガバナー公式訪問

所沢 会長・大野木 喜行　幹事・鳥居 由美子　
新所沢 会長・幸森 康夫　幹事・粕谷 直貴　
所沢西 会長・堀江 大　幹事・石井 秀夫　
所沢東 会長・飯田 政義　幹事・秋場 孝三郎
所沢中央 会長・田中　保三　幹事・駒崎 敏郎　

所沢市のロータリークラブは 5クラブあります。今年度で 5回目になります合同ガバナー公式訪問は、所沢中央
ロータリーがホストクラブとして運営させて頂きました。入会3年未満の会員を交えての「情報交換会」では、細井ガ
バナーにロータリーの真髄をお話頂き、ロータリアンとしての「超我の奉仕」精神をご指導頂きました。ガバナー卓話
においても、長期計画の目標を達成する努力が活動活力となり、会員拡大にもつながるのではと、ガバナーパワーを
感じました。続いて、5クラブ方針の発表と、討議の時間では地区活動に要望を出したりと、充実した公式訪問になっ
たと思います。集合写真は、参加数により、所沢RC・所沢東 RC組と新所沢RC・所沢西RC・所沢中央RC組の
2部で撮影させて頂きました。合同による例会や奉仕事業を取り入れながら、各ロータリークラブの特色を出して参
りたいと思います。

所沢・新所沢・
所沢西・所沢東・
所沢中央RC合同

所沢RC・所沢東RC

新所沢 RC・所沢西RC・所沢中央RC
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ガバナー公式訪問

９月１３日（水）午前１１時、細井ガバナー、相原ガバ
ナー補佐、行田さくらRCより地区副幹事の五十幡様、
幹事川野様４名が例会場の東武ホテルにお越しいた
だきました。
始めに、細井ガバナー、相原ガバナー補佐そして会
長幹事との打ち合わせをさせていただき当クラブの状
況などを説明しました。その後入会３年未満の菅間会
員が参加しガバナーから戦略そして経験談など熱く
語っていただき、１時間があっという間に過ぎました。
例会では、細井ガバナーの指揮のもと「ロータリー
を他人に告げる歌」の斉唱から始まり、当クラブ主催
の９月１０日（日）行われた剣道大会の報告、また剣道
５段を取得した菅間会員の報告などをさせていただき
ました。卓話ではガバナーよりサイエンスオブビジネ
ス、方程式によるご指導などをいただき、クラブ協議
会では、とくに会員増強について闊達な意見交換がで
きました。最後に細井ガバナーより有意義なご講評を
いただき１５時公式訪問が終了いたしました。

朝霞RC
会長・堀田 博明　　幹事・飯倉 昇明

９月１２日（火）細井保雄ガバナー、下山定夫ガバ
ナー補佐、地区役員をお迎えし、ガバナー公式訪問
が開催されました。５年未満会員との懇談の後、例
会は「ロータリーを他人に告げる歌」で幕を開けま
した。卓話では丁寧にまとめられた資料を元にロー
タリーの本質、ビジョン等についてビジネスの実体
験を交えながら、分かり易く説明して頂きました。ク
ラブ協議会では活発な意見の発表が全会員よりあ
りました。ガバナーのお人柄でクラブ会員との距離
もぐっと縮まり、クラブの結束がさらに高まった貴
重な一日となりました。
本年度は、新たな試みとして地域ニーズを調査
し、未来の一助となる様「未来奉仕調査委員会」を立ち上げ、市長、行政関係者を皮切りに情報交換を始めていま
す。継続事業としては出場機会の少ない子ども達に練習の成果を発揮し、感謝の心を育むことを目的に、野球連盟
との連携で学年別野球大会を開催し、地域と一体となった青少年奉仕を行っています。

川越西RC
会長・永島 智　　幹事・数野 純一
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　９月２０日（水）細井ガバナー、高野ガバナー補
佐、地区幹事・副幹事、クラブ健康管理委員長をお
迎えし公式訪問例会が開催されました。例会に先立
ち新入会員との懇談会では、ロータリー活動から得
られるキャリアをはじめとする様々なビジョン等、有
意義なご指導を賜ることができました。例会におけ
る卓話では、五大奉仕・世界平和をはじめ、アー
サー・フレデリック・シェルドンの具体的経営方法
と事業における人間関係学についてなど大変貴重
な講話をいただきました。クラブ協議会においては、
５年後迎えるクラブ創立５０周年実施に向けた協議
を行い、会員基盤の強化に向けた「創立当時会員数
相当にあたる５０名（うち女性会員５名）の達成」を
第一の目標に掲げ、クラブが現在抱えている課題に

ついて協議をし、改めて長期・戦略計画の共有・徹底を行いました。また、最後に細井
ガバナーより各会員一人ひとりに講評を戴き大変有意義な公式訪問例会となりました。

秩父RC

加須RC

会長・加藤 嘉郎　幹事・宮前 勉

会長・齋藤 武治　幹事・川田 宏

９月１９日（火）秩父神社例会場に
おいて、細井保雄ガバナー・向井ガ
バナー補佐を含め総勢６名の方々
をお迎えし、ガバナー公式訪問が開
催されました。
例会前にガバナーを囲み会長・
幹事・入会３年以内の会員と懇談
会を行いました。
１２時３０分より例会が始まり、ガ
バナーの卓話ではロータリークラブは「自己研鑚」の場所であり、またロータリーの職業
奉仕については、アーサー・フレデリック・シェルトンの具体的経営方法と人間関係学を。
またレジュメを基に社名の「ファイブイズ（5ＩＳ）」の解説なども交え、経営学に則った素
晴らしい卓話をいただきました。
例会終了後クラブ協議会が行われました。『公共イメージと認知度の向上』というテー
マにについて３班に分かれ協議を行い、各班順番に協議内容を発表しました。
最後に細井ガバナーの具体的活動を唱えた講評をいただきました。

所沢市のロータリークラブは 5クラブあります。今年度で 5回目になります合同ガバナー公式訪問は、所沢中央
ロータリーがホストクラブとして運営させて頂きました。入会3年未満の会員を交えての「情報交換会」では、細井ガ
バナーにロータリーの真髄をお話頂き、ロータリアンとしての「超我の奉仕」精神をご指導頂きました。ガバナー卓話
においても、長期計画の目標を達成する努力が活動活力となり、会員拡大にもつながるのではと、ガバナーパワーを
感じました。続いて、5クラブ方針の発表と、討議の時間では地区活動に要望を出したりと、充実した公式訪問になっ
たと思います。集合写真は、参加数により、所沢RC・所沢東 RC組と新所沢RC・所沢西RC・所沢中央RC組の
2部で撮影させて頂きました。合同による例会や奉仕事業を取り入れながら、各ロータリークラブの特色を出して参
りたいと思います。
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ガバナー公式訪問

川越小江戸RC
会長・金子 貞夫　幹事・山本 庄一

会長・春山 良夫　幹事・田嶋 聰

9月22日（金）細井ガバナー・相原ガバナー補
佐をお迎えして、ガバナー公式訪問が開催されまし
た。ガバナー懇談会は細井ガバナー、相原ガバナー
補佐、会長、幹事、入会3年未満の杉本・新井会員
で行われ、奉仕とサービスとは思いやりを持って人
の役に立つ事であるとガバナーからわかりやすく
解説され又新人の両会員も忌憚の無い質問や意見
交換ができ有意義な時間を持つことができました。
例会では阿部・田邉地区副幹事も参加していた
だき、点鐘後「我らの生業」「ロータリーを他人に告
げる歌」を斉唱し、恒例の会員間の握手を行い和やかな雰囲気で開会しました。ガ
バナーの卓話ではロータリー活動が企業経営の基本と同じで五方良しの精神に通
じるとご指導いただきました。その後ＲＬＩ方式の討議では、ＤＬに福山会員・ゲス
トの地区公共イメージ岡部みゆき委員長の名進行のもと、「奉仕とは？」「ロータ
リーって何？」について　各会員活発な意見が飛び交い有意義な例会となりまし
た。

児玉RC
9月25日（月）国際ロータリー2570 地区　
細井保雄ガバナー（行田さくらRC）・第４グルー
プ向井正義ガバナー補佐（深谷東 RC）、新井啓介
地区幹事（行田さくらRC）、矢沢大和副幹事・地
区大会実行委員長（行田さくらRC）をお迎えし、
2017~2018 年度ガバナー公式訪問例会を開催
いたしました。
細井ガバナーの卓話では奉仕について基本的
な考え方、シェルドンの具体的経営方法と人間関
係学から自社の企業経営に役立ったことを具体的

にお話を頂きました。
最後に随行者　新井地区幹事、矢沢副幹事、向井ガバナー補佐、細井ガバ
ナーよりそれぞれの方からご講評頂き，大変有意義な公式訪問例会が無事終了
できました。
ご多忙のなか，児玉ロータリークラブへご訪問いただき、有り難うございまし
た。
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　9月26日（火）ガバナー公式訪問が行われまし
た。例会前に当クラブの課題とクラブ協議会テーマ
を説明、入会3年未満の会員4名との懇談を実施、
「積極的なロータリー活動がよりロータリーを楽し
くする」とのお話しを頂きました。
　例会ではガバナーよりロータリーの職業奉仕と
自身の企業経営理念等を熱く語っていただきまし
た。クラブ協議会は当クラブの予算編成の観点か
ら具体的なロータリーの奉仕を議論いたしました。

入間南RC
会長・雙木 行雄　　幹事・新野 晴之

会長・石原 勇介　幹事・小泉 哲也
新座RC
　 9月28日（木）細井ガバナー、下山ガバナー補佐、
倉持地区副幹事、時田地区副幹事をお迎えし、ガバ
ナー公式訪問例会を開催させていただきました。当
日は、新座ロータリークラブもほとんどのメンバーの
方にご参加いただき、熱気溢れる例会となりました。
例会に先立って入会5年未満の会員との懇談を行っ
て頂き、細井ガバナー主導のもと、和やかな雰囲気
の中でロータリー活動のことや仕事の話など様々な
ことについて語り合いました。
　例会では、冒頭に細井ガバナー作詞作曲の「ロー

タリーを人に告げる歌」を自らがソングリーダーとなって頂き、全員で斉唱し開会し、卓
話に於いては特にService「奉仕」についての概念を深くご教授いただきました。
また、クラブ協議会では「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点と増加」「公共イ
メージと認知度の向上」をテーマに、RLI方式で細井ガバナーにＤＬとなって頂き行い、
会員全員が活発に発言し充実した協議会となりました。
　細井ガバナーに於かれましては、当日長時間に渡りご指導いただき深く感謝申し上
げます。

【クラブの今年度事業の紹介】
補助金を活用して入間クラブと合同で社会福祉協議会に軽自動車を寄贈します。
狭山ヶ丘高等学校 IAC と共に入間万燈祭りに参加、売上金の寄附とロータリーの
公共イメージと認知度の向上に地域の奉仕活動を地道に行っている方の卓話や交
流の場を設けます。
入間わんぱく相撲を支援、協賛します。
地域の奉仕活動を地道に行っている方の卓話や交流の場を設けます。
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ガバナー公式訪問

　　　　　　RC

和光RC
会長・阿久津 馨　 幹事・松川 厚子

会長・高橋 実　幹事・新井 裕喜
羽生RC

　気候もすっかり秋めいてきた１０月３日、当羽生
クラブに細井保雄ガバナー、高野ガバナー補佐は
じめ皆様をお迎えし、２０１７年度のガバナー公式
訪問が行われました。　まず公式訪問に先立ち別
室に入会３年未満の会員を集め、ガバナーから
ロータリー活動を行う事の意義についてマンツー
マンで興味深いお話を賜りました。　通常例会に
おいては、ガバナー自ら作詞作曲の「ロータリーを
他人（ひと）に告げる歌」をガバナー自らソングリー
ダーとなって唱和し、その後ガバナーから卓話を

頂戴いたしました。　「超我の奉仕」の二つのモットー（人道的奉仕・職業的奉仕）を経
営理念に据えて業績を拡大なされたお話、ガバナーの職もより高度な人間に成長する
ためのチャンスと捉えておられるとのお話に深く頷かされるものがありました。　クラ
ブ協議会では RLI 方式に則り３つのグループに分かれてそれぞれのテーマについて活
発に討論を行い、その結果についてガバナーから大変詳しいご指導と講評を頂き非常
に有意義なガバナー訪問となりました。

　10月2日にガバナー公式訪問があり、例会でガ
バナーのロータリーを他人に告げる歌を会員皆さ
んと合唱し又新入会員関塚さんの胸にロータリー
バッチをガバナーに付けてもらいました。米山奨学
生のフグさんにはベトナムでの河豚の養殖研究を
勉強している話ではガバナーがベトナムでの養殖
ビジネスに投資参加しましょうと国際奉仕はビジ
ネスに協力することも奉仕に繋がると述べられました。
　ガバナー卓話ではご自身の経営されている会社の業績がロータリーに入会し会長を務めてから 8 倍に伸びた
話、会社を経営するにあたり5ＩＳ（5つのアイテム）と他人のことを思いやり他人のためにつくすとの経営学に基付

く奉仕理念の話がとても印象に残りました。
クラブ協議会はＲＬＩ方式で「クラブの継続と発展・会員増強」のテーマに松川リー
ダーのもと会員全員が発言し、継続の為には地域の方に認知してもらう、しいては
会員が増え発展にも繋がるとの意見があり総括でした。
　チャーターメンバーの細田さんからは少人数のファミリークラブで会員同士の親
睦と友情が深く会員数の多いクラブにはない良いところもあるのではないかとの意
見、新入会員2名からは入会してから間もないのでこれから勉強し自身の仕事を通
じて奉仕をしたいとの心強い発言もあり、ガバナー総評でも良い評価がされました。
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　　　　　　RC

志木柳瀬川RC
会長・荻野 光一　 幹事・深澤 隆之

　10月12日（木）細井保雄ガバナー、下山定夫ガ
バナー補佐をお迎えし、会長・幹事との懇談会が
18：00より開催されました。会食の後、例会、クラ
ブ協議会とビジターの矢澤大和様、半田太様と共に
進められました。細井ガバナーは、懇談会で会長幹
事より、当クラブの現況を聞かれた上で、若い会員
の行動力に感心され、これからも若い力でクラブを
牽引していく様、又退会を望んではいるが、一年、ま
た一年と在籍の会員にも感謝と激励をされていまし
た。クラブ協議会では、「クラブのサポートと強化」
「公共イメージと認知度の向上」をテーマに意見交
換が行われましたが、公共イメージはロータリーの
知名度の弱さの方法論なども発表されましたが、終
始小さいクラブの増強が難しく困難であるかの現
状や欠点などの発表に終始した。ガバナーには地区
でも協力できる体制を取りたいとの言葉を頂きまし
た。少人数ではあるが事業に対する評価を頂きまし
た。

日高RC
会長・山本 英勝　幹事・清水 佳代子

　【お詫び】10月号の飯
能・日高 RC 様合同の
ご紹介ページで、日高
RC 様の写真が掲載され
ていませんでした。お詫
びすると共に、ここに掲
載させていただきます。

富士見RC
　10月号で全体写真を掲載しませんで
したので、改めてここに掲載させていた
だきました。
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新入会員

関塚 永一
  （和光）

社会福祉法人
和光福祉会理事長
　紹介者：松川　厚子
[ 2017.10.2 入会 ]

細田 浩司
 （入間）

飯能資材㈱
専務取締役

紹介者：関根　靖郎　
[ 2017.9.14入会 ]

表彰 財団表彰

財団表彰 米山表彰

メジャードナー
木暮 亨
 （深谷東）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
髙橋 克安
 （朝霞）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
小川 晃男
 （飯能）

ポール・ハリス・フェロー
広瀬 勝俊
 （深谷東）

ポール・ハリス・フェロー
塩野 章
 （志木）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
大野 栄治
 （志木）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
武藤 典夫
 （志木）

米山功労者（2 回目）
田原 一郎
 （朝霞）

ポール・ハリス・フェロー
影山 和良
 （志木）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
市之瀬 正靖

 （志木）

米山表彰

米山功労者（2 回目）
田原 一郎
 （朝霞）

米山功労者（6 回目）
池田 友成
 （朝霞）

　テレビなどでサクラなどに大きな被害を与え、花見の景観を一変させてしまう
かもしれないと言われている外来種クビアカツヤカミキリが埼玉県内で急速に
生息地を拡大しています。三年前に草加市で発見され、今年にかけ利根川沿いに
加須市、羽生市、熊谷市、深谷市へと拡大しています。群馬県館林市周辺でも4年
前より拡大し、場所によってはソメイヨシノ並木に壊滅的被害を与えています。
2570 地区の各ロータリークラブの地域にも多くの素晴らしいさくら並木があると
思います。冬、クビアカツヤカミキリは休眠状態になりますが活動が活発化し始
める 3 月号に詳しい報告をさせていただきます。他の場所へ拡大しないよう早め
の対策のご検討をお願い申し上げます。　　　　　 副幹事　橋本恭一（行田さくら）

撮影：加納正行氏

クビアカツヤカミキリ警報
ご注意ください！

http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/list/201710/CK2017101502000139.html

http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/list/201709/CK2017092702000192.html
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８月度　出席率および会員数・マイロータリー登録者数報告
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クラブ名

9月度　出席率および会員数・マイロータリー登録者数報告

総グループの合計（51RC）

東 松 山
小 川
坂 戸
越生毛呂
川越小江戸
川 越 西
鶴 ヶ 島
川越中央
坂戸さつき
東松山むさし

朝 霞
志 木
富 士 見
新 座
和 光
朝霞キャロット
志木柳瀬川
新座こぶし

合 計（8RC）
入 間
所 沢
飯 能
新 所 沢
日 高
所 沢 西
新 狭 山
所 沢 東
入 間 南
所沢中央
狭山中央

深 谷
本 庄
秩 父
寄 居
児 玉
岡 部
深 谷 東
川 本
皆野・長瀞
本 庄 南
深谷ノース

合 計（11RC）
熊 谷
行 田
羽 生
加 須
熊 谷 西
行田さくら
熊 谷 東
吹 上
熊谷籠原
熊 谷 南

通算9月 年初 9月末 9月
入会数

9月
退会者

本年度
入会者

本年度
退会者

9月度
純増数

本年度
純増数

女性
会員

4 76.9673.31 91 91 0 1 1 1 -1 0 0

出席率（%) 会　員　数（人） マイロータリー登録者数（人／率）

通算9月 年初 9月末 9月
入会数

9月
退会者

本年度
入会者

本年度
退会者

9月度
純増数

本年度
純増数

 

出席率（%) 上段・５１クラブ男性会員数（人）／下段・女性会員数 マイロータリー登録者数（人／率）

3 72.4066.07 26 27 1 0 1 0 1 1 1

4 88.8987.50 7 7 1

3 80.1775.86 30 30 0 0 0 0 0 0 1

4 70.6071.70 16 16 0 0 0 0 0 0 2

5 84.1273.64 15 16 0 0 1 0 0 1 1

4 73.6780.63 17 17 0 0 0 0 0 0 0

3 87.3384.00 30 31 0 0 1 0 0 1 3

3 78.4578.54 30 28 0 1 0 2 -1 -2 0

2 73.5788.00 25 25 0 0 0 0 0 0 4

3 82.0580.76 42 42 0 0 0 0 0 0 6

3 94.1888.77 30 30 0 0 0 0 0 0 0

4 92.1491.88 47 47 0 0 0 0 0 0 0

3 81.3078.70 45 45 0 0 0 0 0 0 0

4 83.0789.01 28 28 0 0 0 0 0 0 2

3 87.9683.33 5 6 0 0 1 0 0 1 3

3 94.2397.44 13 13 0 0 0 0 0 0 0

2 84.6388.89 10 9 0 1 0 1 -1 -1 4

3 82.9287.20 13 13 ０ 0 0 0 0 0 1

4 76.6272.71 43 44 1 0 1 0 1 1 2

3 75.3171.45 57 58 0 1 2 1 -1 1 4

3 93.5594.20 57 57 0 0 0 0 0 0 0

3 92.6991.32 20 21 0 0 1 0 0 1 1

4 75.5170.30 18 18 0 0 0 0 0 0 2

3 94.1095.60 28 30 1 0 2 0 1 2 3

3 81.3774.51 16 17 0 0 1 0 0 1 0

3 83.7186.62 41 41 0 0 0 0 0 0 2

3 74.3984.00 42 42 0 0 0 0 0 0 0

3 96.1798.40 22 22 0 0 1 1 0 0 2

4 93.9893.42 32 32 0 0 0 0 0 0 7

4 69.2266.70 56 55 0 0 0 1 0 -1 11

3 78.2285.90 73 73 0 0 0 0 0 0 4

4 77.0378.90 52 54 0 0 2 0 0 2 1

3 93.0092.00 25 25 0 0 0 0 0 0 0

2 94.45100.0 3 3 0 0 0 0 0 0 0

3 85.6482.04 16 16 0 0 0 0 0 0 2

4 65.8361.70 68 67 0 0 0 1 0 -1 0

3 83.0091.00 11 11 0 0 0 0 0 0 0

3 76.8775.00 12 12 0 0 0 0 0 0 0

3 81.7377.50 14 14 0 0 0 0 0 0 0

3 90.2892.16 34 34 0 0 0 0 0 0 1

5 72.7068.10 90 90 0 0 0 0 0 0 4

3 67.3370.00 65 65 0 0 0 0 0 0 5

4 63.7766.85 46 45 0 1 0 1 -1 -1 4

3 81.0872.57 31 31 0 0 0 0 0 0 0

3 72.3375.00 11 11 0 0 0 0 0 0 0

4 71.8070.70 50 51 0 0 2 1 0 1 2

3 73.7574.70 29 29 0 0 0 0 0 0 2

3 84.3090.00 11 11 0 0 0 0 0 0 0

4 86.8987.49 25 28 0 0 3 0 0 3 0

3 54.7253.33 20 20 0 0 0 0 0 0 1

合 計（10RC） 35 72.8772.87 378 381 0 1 5 2 -1 3 18

35 81.3982.08 364 364 0 0 2 2 0 0 19

合 計（11RC） 36 85.2284.78 376 382 2 1 8 2 1 6 23

合 計（11RC） 38 78.9378.18 329 330 1 2 4 3 -1 1 19

25 87.5588.15 191 191 0 1 1 1 -1 0 10

80.9880.97
1551 1559 2 5 18 10 -3 8

87 89 1 0 2 0 1 2

1638 1648 3 5 20 10 -2 10

9月末
登録者数

9月末
未登録者数

9月末
登録率

345 1303 20.9

345 1303 20.9

0 0 0 0 0 0

会員数・男女合計

29 61 32.2

5 22

18.514.3

7 23 23.3

3 13 18.8

3 13 18.8

8 9 47.1

31 0 100.0

4 24 14.3

11 14 44.0

8 34 19.0

9 21 30.0

11 35 23.9

23 22 51.1

3 25 10.7

3 3 50.0

2 11 15.4

1 8 11.1

2 11 15.4

9 35 20.5

8 51 13.6

3 54 5.3

4 17 19.0

8 10 44.4

2 28 6.7

5 12 29.4

4 37 9.8

10 32 23.8

2 21 8.7

5 27 15.6

5 50 9.1

9 63 12.5

11 42 20.8

1 24 4.0

0 3 0.0

3 13 18.8

5 62 7.5

2 9 18.2

1 11 8.3

14 0 100.0

6 28 17.6

6 84 6.7

5 60 7.7

2 44 4.3

2 29 6.5

1 10 9.1

26 25 51.0

5 25 16.7

7 4 63.6

5 23 17.9

5 15 25.0

64 319 16.7   

57 305 15.7

60 324 15.6

110 219 33.4

54 136 28.4

1 6

9月末
登録者

9月末
未登録

9月末
登録率

18.5

新入会員

江口 明
 （行田さくら）

日産証券㈱
行田支店支店長

紹介者：藤倉　武　　
／橋本　祐一　
[ 2017.8.22 入会 ]

飯塚 秀司
 （行田さくら）

熊谷木材工業㈱
代表取締役

紹介者：細井　保雄　
／前澤　忠　

[ 2017.8.29入会 ]

奥原 利樹
 （所沢中央）

医療法人 光志会
奥原歯科医院理事長
紹介者：石田　善雄　
[ 207.10.2 入会 ]

訃 報

野村 泰豪
 （熊谷東）

ノムラ㈱
代表取締役

紹介者：武藤　正　
／藤澤　貞彦　
[ 2017.10.4 入会 ]
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■ 11月・12 月のスケジュールSchedule

12月

11月

Ｒ米山記念奨学部門  第2回カウンセラー会議及びクリスマス会

青少年奉仕部門　帰国報告会（第6回オリエンテーション） 紫雲閣
3 日

日豪青年相互訪問団  第２回オリエンテーション17 日
10 日

青少年奉仕部門 東松山スリーデーマーチ（ＢＢＱ）第４回

3 ロータリー財団部門　日本スリーデーマーチ
3 金・祝
金・祝

12 日
16 職業奉仕部門  第５グループ分科会

職業奉仕部門  第4グループ分科会

青少年奉仕部門 第５回オリエンテーション 国立女性教育会館
東松山市

ベルヴィ・アイトピア

ＲＬＩ委員会 ＲＬＩ研修パート２ 国立女性教育会館

木
19 クラブ奉仕部門  第2回部門セミナー（増強・公共イメージ） 紫雲閣日
19 日豪青年相互訪問団  第１回オリエンテーション 紫雲閣日

埼玉グランドホテル深谷21 火
25 土

職業奉仕部門  第３グループ分科会 日高市商工会会議室

川越東武ホテル

紫雲閣

28 火

表紙写真

〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町 2-5-14 紫雲閣 3 階
TEL 0493-21-2570 ／ FAX 0493-21-2571
https://www.rid2570.gr. jp
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月信問い合せ先：行田さくらロータリークラブ
E-mail  s- rotary@tvg.ne.jp
TEL 048-564-3000
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Rotary International District 2570

前玉神社　
　延喜式 (727年上進 )によると武蔵国には44 座の式内社が置かれていましたが、埼玉県下に 33 座、
東京都・神奈川県の一部を合わせて11 座です。他は、相模国に13 座、安房国 6座、上総国 5座、下
総国11座、常陸国28座、上野国12座、下野国11座。古代、埼玉県は関東の文化の中心だったのです。
　前玉 (さきたま ) 神社には 2座があり、ご祭神は前玉彦命 (さきたまひこのみこと)、前玉比売命 (さ
きたまひめのみこと)の二柱 (ふたはしら)です。江戸時代、浅間 (せんげん-富士山 ) 信仰から、忍城
中より浅間神社を神社内の古墳中腹に勧請し下の宮とし、浅間様と親しまれてきました。墳丘上には上
の宮があり、登り口には元禄十年 (1697年 ) 祈願成就の御礼として氏子たちが献納した立派な石燈籠
が左右に建っています。向かって右には「埼玉 (さきたま )の津に居 (お )る船の風をいたみ綱は絶ゆと
も言 (こと)な絶えそね」万葉集巻十四 3380 作者不詳
左には「埼玉の小埼 (おさき)の沼に鴨 (かも) ぞ翼 (はね )きるおのが尾に降り置ける霜を掃 (はら)
ふとにあらし」万葉集巻九 1744 高橋虫麻呂。金石文として残されている万葉歌碑としては全国屈指の
古さです。当時の埼玉の人々の文化の高さには驚かされます。
　又、二基の万葉灯篭の手前には西行上人の歌碑「やわらぐる　ひかりをはなに　かざされて　名を
あらわせる　さ記たまの宮」西行参拝八百年記念とあり、昭和 61年建立ですが献納者名にはただ「一
老夫婦」とのみあります。

Rotary International District 2570
 ｜国際ロータリー 第2570地区（埼玉西北部）｜

（副幹事 橋本恭一記 ）


